
数　学 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

定期テスト ○ ○ ○

課題への取組及び課題テスト ○ ○ ○

提出物への取組 ○ ○

授業への取組 ○ ○

学期 月 内容

4

5

中間テスト

6

7 期末テスト

9

10

11

12 共通テストの問題演習

・各種計算ができるようになる。
・２次方程式、１次不等式を解くことができる。
・２次関数の性質を理解し、様々な問題に対応で
きる。
・三角比の問題では、問に応じて公式を使い分
けることができる。
・図形の問題では、各種定理を理解し、問題に活
用できる。

・実践問題に取り組み、応用力をつけ、より一層
のレベルアップをはかる。

令和5年度 3年次 教科シラバス
教科 数学ⅠＡⅡＢ演習

教科書
副教材

「シニア数学演習　数学演習ⅠⅡＡＢ　受験編］　（数研出版）
「数学Ⅰ・A＋Ⅱ・B　標準演習PLAN１００」（数研出版）

学習目標 入試に対応できる応用力と解答力を身につける。

学習内容 数学ⅠⅡＡＢの問題演習

評価の観点

①関心・意欲・態度…各単元における考え方に関心を持ち、事象の考察に活用しようとする。
②数学的な見方や考え方…各単元における数学的な見方や考え方を身に付け、事象を多面的・発展的
に考察・表現できる。
③数学的な技能…各単元において事象を数学的に考察し、的確に問題を解決できる。
④知識・理解…各単元において基本的な概念、原理・法則などを理解し、基本的な知識を身に付けてい
る。

評価方法

到達目標 備考

中間テスト

期末テスト

Ⅰ 数学Ⅱ・Ｂの問題演習

・複素数の範囲で方程式が解ける。
・直線・円の方程式を求めることができる。
・三角関数のグラフを理解し、加法定理を利用で
きる。
・指数対数の計算ができ、性質を理解する。
・微分を利用してグラフがかけ、面積と積分の関
係を理解する。
・平面ベクトルを理解し、問題に活用できる。
・各数列の一般項を求めることができる。

春休み課題テスト

ゴールデンウィーク課題

Ⅲ 1 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂの問題演習
学年末テスト

Ⅱ
数学Ⅰ・Ａの問題演習



数　学 科目 単位数 4

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

定期テスト ○ ○ ○

課題への取組及び課題テスト ○ ○ ○

提出物への取組 ○ ○

授業への取組 ○ ○

学期 月 内容

4

5

中間テスト

6

7 期末テスト

9

10

11

12 共通テストの問題演習

・各種計算ができるようになる。
・２次関数の性質を理解し、様々な問題に対応で
きる。
・三角比の問題では、問に応じて公式を使い分
け　ることができる。
・統計の基本的な知識を身につけデータの分析
ができる。
・順列や組合せを理解し、各種の確率を求めるこ
とができる。
・図形の問題では、各種定理を理解し、問題に活
用できる。
・整数についての理解を深め、互除法を利用でき
る。

・実践問題に取り組み、応用力をつけ、より一層
のレベルアップをはかる。

令和5年度 3年次 教科シラバス
教科 数学ⅠＡⅡＢ演習

教科書
副教材

「シニア数学演習　数学演習ⅠⅡＡＢ　受験編］　（数研出版）
「数学Ⅰ・A＋Ⅱ・B　標準演習PLAN１００」（数研出版）

学習目標 入試に対応できる応用力と解答力を身につける。

学習内容 数学ⅠⅡＡＢの問題演習

評価の観点

①関心・意欲・態度…各単元における考え方に関心を持ち、事象の考察に活用しようとする。
②数学的な見方や考え方…各単元における数学的な見方や考え方を身に付け、事象を多面的・発展的
に考察・表現できる。
③数学的な技能…各単元において事象を数学的に考察し、的確に問題を解決できる。
④知識・理解…各単元において基本的な概念、原理・法則などを理解し、基本的な知識を身に付けてい
る。

評価方法

到達目標 備考

中間テスト

期末テスト

Ⅰ 数学Ⅱ・Ｂの問題演習

・複素数の範囲で方程式が解ける。
・直線・円の方程式を求めることができる。
・三角関数のグラフを理解し、加法定理を利用で
きる。
・指数対数の計算ができ、性質を理解する。
・微分を利用してグラフがかけ、面積と積分の関
係を理解する。
・ベクトルを理解し、問題に活用できる。
・各数列の一般項を求めることができる。

春休み課題テスト

ゴールデンウィーク課題

Ⅲ 1 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂの問題演習
学年末テスト

Ⅱ
数学Ⅰ・Ａの問題演習



数学 科目 単位数 5

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

章末テスト ○ ○ ○

課題への取組及び課題テスト ○ ○ ○

提出物への取組 ○ ○

授業への取組 ○ ○

学期 月 内容

第１章　複素数平面

第２章　式と曲線

5 第３章　関数

6 第４章　極限

9

10

11

12

Ⅲ 1

・基本的な関数の不定積分の計算ができる。
・置換積分法、部分積分法を理解し活用できる。
・定積分と面積の関係を再確認し、面積を求めることができる。
・体積も面積同様に定積分を利用して求めることができることを理解
する。
・区分求積法を知り、面積を計算できる。また、区分求積法の考え方
で定積分を解釈できることを理解する。

・数列の極限と無限級数について理解する。
・関数の極限について、収束、発散を理解し、極限値を求めることができる。
・はさみうちの定理を理解し、活用することでそのよさを感じることができる。
・sinθに関する極限値を利用して三角関数の極限を求めることができる。
・関数の連続性について理解することができる。

・放物線、楕円、双曲線の特徴をとらえて、標準形をそれぞれ求め、焦点、頂
点、漸近線等を求めることができる。
・２次曲線を媒介変数表示し、標準形を求めることができる。極座標を考え、
極方程式から直交座標に関する方程式を作ることができる。
・いろいろな曲線を媒介変数や極座標を用いて表すことができる。

・分数関数、無理関数のグラフについて理解し、逆関数と合成関数の意味を
理解し、求めることができる。

章末テスト

章末テスト

4

7

章末テスト

学習内容 ①複素数平面　②式と曲線　③関数　④極限　⑤微分法　⑥微分法の応用　⑦積分法とその応用　　

評価の観点

①関心・意欲・態度…各単元における考え方に関心を持ち、事象の考察に活用しようとする。
②数学的な見方や考え方…各単元の数学的な見方や考え方を身に付け、事象を多面的・発展的に考察・表現できる。
③数学的な技能…各単元において事象を数学的に考察し、的確に問題を解決できる。
④知識・理解…各単元において基本的な概念、原理・法則などを理解し、基本的な知識を身に付けている。

評価方法

到達目標

令和5年度 3年次 教科シラバス
教科 数学Ⅲ

教科書
副教材

「新編　数学Ⅲ」（数研出版）
「クリアー数学Ⅲ」（数研出版）、「チャート式解法と演習数学Ⅲ」（数研出版）

学習目標
平面上の曲線と複素平面、極限、微分法及び積分法について理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学
的に考察し表現する能力をのばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てる。

備考

・微分可能と微分係数について理解する。
･積、商の導関数、合成関数の導関数を求めることができる。
・三角、指数、対数関数の導関数を求めることができる。
・第２次導関数、第３次導関数を定義し、計算できる。

章末テスト

第６章　微分法の応用

・微分可能と微分係数について理解する。
･積、商の導関数、合成関数の導関数を求めることができる。
・三角、指数、対数関数の導関数を求めることができる。
・第２次導関数、第３次導関数を定義し、計算できる。
・接線や法線の方程式を求めることができる。
・曲線の凹凸や極値、変曲点について理解し、曲線の概形をかくことができ
る。
・様々な関数の最大値・最小値を求めることができる。
・曲線の媒介変数表示および媒介変数で表された関数の微分法を理解す

章末テスト

章末テスト

・複素数の極形式をの意味を理解し、乗法・除法ができる。
・ド・モアブルの定理を理解し、ｎ乗根を求められる。
・複素数平面上の図形の性質を、複素数の計算で処理できる。

章末テスト

Ⅱ

第７章　積分法とその応用

Ⅰ

第５章　微分法

数学Ⅲ演習

・数学Ⅲの総合的な問題演習を行う。



数　学 科目 単位数 4

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

定期テスト ○ ○ ○

課題への取組及び課題テスト ○ ○ ○

提出物への取組 ○ ○

授業への取組 ○ ○

学期 月 内容

4

5

数学Ⅰ・Ａの問題演習(basic） 中間テスト

6

7 期末テスト

9

10

数学Ⅰ・Ａの問題演習
(challenge）

11

12

共通テストの問題演習

・三角比の考えを空間図形へ応用することができる。

・統計の基本的な考えを理解し、データを整理・
分析し、傾向を把握する。
・順列や組合せの考え方を理解し、応用すること
ができる。

到達目標 備考

令和5年度 ３年次 教科シラバス
教科 数学ⅠＡ発展演習

教科書
副教材

「リンク数学演習ⅠＡ（受験編）」（数研出版）

学習目標 数学Ⅰ・Ａについて、応用力と解答力を身につける。

・連立１次不等式、絶対値を含む不等式を解くこ
とができる。

・最大最小について理解し、具体的な事象に応用
できる。
・２次不等式の解を関数のグラフで考えることが
できる。

学習内容 数学Ⅰ・Ａの問題演習

評価の観点

①関心・意欲・態度…各単元における考え方に関心を持ち、事象の考察に活用しようとする。
②数学的見方や考え方…各単元における数学的な見方や考え方を身に付け、事象を多面的・発展的に
考察・表現できる。
③数学的な技能…各単元において事象を数学的に考察し、的確に問題を解決できる。
④知識・理解…各単元において基本的な概念、原理・法則などを理解し、基本的な知識を身に付けてい
る。

評価方法

・集合、命題と条件について理解する。
・命題の証明ができる。

中間テスト

Ⅰ

・多項式の展開、因数分解ができる。 春休み課題テスト

・平方根と式の値、２重根号の性質が理解できる。 ゴールデンウィーク課題

Ⅲ

1

・角の二等分線と辺の比の関係、チェバ・メネラウ
ス、方べきの定理を利用することができる。
・２つの円の関係を理解し、応用することができ
る。
・空間図形に応用することができる。

学年末テスト

・２次方程式の解の存在範囲を判別式で考えるこ
とができる。

Ⅱ

・三角比の相互関係を応用できる。
夏休み課題テスト

・正弦定理、余弦定理、三角形の面積を求める
公式を理解し、活用できる。

2

・約数、倍数、割り算の商、余りを理解し、論証で
きる。
・ユークリッドの互除法を理解し、最大公約数を
求めることができる。

・確率の意味を理解し、問題が解ける。
・独立な試行や条件付き確率を具体的例を通し
て理解できる。 期末テスト


